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【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

６
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

第
３
回　

７
月　

日（
日
）

１３

　
　
　
　

第
４
回　

８
月
４
日（
月
）

　
　
　
　

第
５
回　

８
月
５
日（
火
）

　
　
　
　

第
６
回　

８
月　

日（
日
）

２４

　
　
　
　

第
７
回　

８
月　

日（
日
）

３１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
内
容
：
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
、編
集
・
イ
ラ
ス

ト
や
図
形
の
作
成
、編
集
等
視
聴
覚
教
材

制
作
に
必
要
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知

識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
６
名

■
場
所
：
視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
：
無
料

■
申
込
：
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
受
講
す
る
講
座
名
、

�
�

�
�
�
�
�
�

返
信
表
面
に
申
込
者
の
住
所
と
氏
名
を
記

入
し
、視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
く

だ
さ
い
。往
復
は
が
き
一
枚
に
つ
き
一
講
座

の
申
し
込
み
で
す
。

■
締
切
：
第
１
回
は
、５
月　

日（
金
）（
当

�
�

�
�
�
�
�
�

１６

日
消
印
有
効
）第
２
回
・
第
３
回
は
、６
月

�
�

�
�
�
�

�
�
�

　

日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）第
４
回
・
第

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２０５
回
は
、７
月　

日（
金
）（
当
日
消
印
有

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１８

効
）第
６
回
・
第
７
回
は
、８
月
８
日（
金
）

�
�

�
�

�
�
�
�
�

（
当
日
消
印
有
効
）な
お
、応
募
多
数
の
場

�
�

�
�
�
�
�
�

合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

【　

ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会
】

１６

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

ミ
リ
映
画

１６

の
感
動
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
認
定
証
が

交
付
さ
れ
、当
セ
ン
タ
ー
に
あ
る　

ミ
リ
映
画

１６

フ
ィ
ル
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、圏
域
に
お

住
ま
い
か（
高
校
生
以
上
）、勤
務
し
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

第
１
回　

７
月
２
日（
水
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

※
各
１
日
講
座
で
す

◇
申
込
方
法
：
受
講
希
望
日
を
１
日
選
び
、

６
月　

日（
水
）ま
で
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２５

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

８
月
６
日（
水
）

　
　
　
　

第
２
回　

８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
内
容
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
操
作
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
、画

像
や
表
の
挿
入
等
視
聴
覚
教
材
制
作
に
必

要
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
の
応
用

的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
６
名

■
受
講
料
：
無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
、１
、５
７
５
円
）

■
申
込
：
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
受
講
す
る
講
座
名

�
�

�
�
�
�
�
�

を
記
入
し
、返
信
表
面
に
申
込
者
の
住
所

�
�

�
�
�

と
氏
名
を
記
入
し
、視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。往
復
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
講
座
の
申
し
込
み
で
す
。

■
締
切
：
７
月　

日（
金
）（
当
日
消
印
有

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１８

効
）な
お
、応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と

�
�な

り
ま
す
。

【
ビ
デ
オ
編
集
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

８
月　

日（
火
）

１９

　
　
　
　

第
２
回　

８
月　

日（
水
）

２０

　
　
　
　

第
３
回　
　

月　

日（
月
）

１０

２０

　
　
　
　

第
４
回　
　

月　

日（
火
）

１０

２１

　
　
　
　

第
５
回　
　

月　

日（
水
）

１０

２２

　
　
　
　
　
　

※
各
１
日
講
座
で
す

◇
内
容
：
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
ノ
ン
リ
ニ
ア
ビ

デ
オ
編
集
シ
ス
テ
ム
の
基
本
操
作
・
実
技

（
編
集
）

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
４
名（
各
１
日
４
名
ま
で
）

■
申
込
：
受
講
希
望
日
を
１
日
選
び
、第
１

回
・
第
２
回
は
、８
月
８
日（
金
）ま
で
、第
３

�
�

�
�
�
�
�
�
�

回
・
第
４
回
・
第
５
回
は
、　

月　

日（
金
）ま

１０

１０

で
、お
申
込
下
さ
い
。

　

去
る
２
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
え
ず

１６

１７

こ
ホ
ー
ル
で
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ

第　

回
公
演
「
少
年
少
女
図
鑑
〜
僕
た
ち
は

１５
理
科
室
か
ら
旅
に
出
る
〜
」
本
公
演
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
・
３
日
に
蔵
王
町
ご
ざ
い
ん

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
地
域
公
演
で
好
評
を
頂

い
た
作
品
を
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た

今
回
の
公
演
で
は
、
薬
品
や
標
本
、
フ
ラ
ス

コ
や
ビ
ー
カ
ー
に
扮
し
た
ア
ク
タ
ー
ズ
メ
ン

バ
ー
達
が
大
ホ
ー
ル
を
所
狭
し
と
歌
い
踊
り
、

遺
伝
子
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
人
類
の
歴
史

に
ま
で
広
が
る
世
界
を
ス
テ
ー
ジ
上
に
描
き

出
し
ま
し
た
。来
場
頂
い
た
七
百
五
十
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
を
頂
戴

し
、
無
事
公
演
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

A
Z
9
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ

「
少
年
少
女
図
鑑
」

第１５回

公　演

仙
南
か
ら
出
品
の
９
作
品
全
国
へ

　

平
成　

年
２
月　

日
宮
城
県
図
書
館
に
お

２０

１６

い
て
、平
成　

年
度
宮
城
県
自
作
視
聴
覚
教
材

１９

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、県
内
か
ら　

作
品
が
出
品

２９

さ
れ
、　

作
品
が
入
賞
し
、仙
南
地
区
か
ら
出
品

２５

さ
れ
た
９
作
品
は
す
べ
て
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
左
記
の
と
お
り
で
、９
作
品
が

全
国
大
会
に
出
品
し
ま
す
。

学
校
教
育
録
画
部
門

優
秀
賞「
職
人
の
技　

下
駄
づ
く
り
」

　

大
河
原
町
立
大
河
原
南
小
学
校

　
　
　
　

視
聴
覚
教
育
部　
　

齋
藤　

和
志

奨
励
賞「
蔵
王
の
自
然　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
一
生
」

　
  
蔵
王
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

池
田　

尚
人

社
会
教
育
録
画
部
門

最
優
秀
賞「
宮
城
野
・
信
夫
仇
討
ち
物
語
」

　

大
河
原
町
教
材
制
作
グ
ル
ー
プ　

大
浦　

利
昭

優
秀
賞「
火
山
灰
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
〜
金
ヶ
瀬

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
夏
休
み
の
活
動
か
ら
〜
」

　

大
河
原
町
金
ヶ
瀬
公
民
館　

角
田
真
由
美

学
校
教
育
ス
ラ
イ
ド
・
Ｔ
Ｐ
・
紙
芝
居
部
門

最
優
秀
賞「
東
北
に
来
た
源
頼
朝

　
　
　
　
　
　

〜
文
治
五
年
奥
州
合
戦
〜
」

　

村
田
町
立
村
田
第
二
小
学
校　

鈴
木　

哲
也

優
秀
賞「
川
の
よ
ご
れ
か
ら
学
ぶ
」

　

角
田
市
立
枝
野
小
学
校　
   
大
脇　

賢
次

社
会
教
育
ス
ラ
イ
ド
・
Ｔ
Ｐ
・
紙
芝
居
部
門

優
秀
賞「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

　
　
　
　
　
　

〜
長
距
離
移
動
の
ひ
み
つ
〜
」

　

大
河
原
町
自
作
視
聴
覚

　
　
　

教
材
制
作
グ
ル
ー
プ　
 
及
川　

義
行

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習
ソ
フ
ト
部
門

優
秀
賞「
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
Ｗ
ｅ
ｂ
教
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
デ
ン
キ
マ
ン
〜
」

　

白
石
市
立
福
岡
小
学
校

　
　
　
　

情
報
教
育
研
究
部　

平
間　
　

晃

奨
励
賞「
だ
い
ち
く
ん
〜
火
山
編
〜
」

　

白
石
市
立
白
石
第
二
小
学
校　

渡
部　
　

敬

 
宮
城
県
自
作
視
聴
覚
教
材

　
　
    
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

　
　

仙
南
か
ら
９
作
品
全
国
へ

申し込み・問い合わせ：〒 989 ー 1264　　大河原町字新青川 １－１　　　　　　　　　　　  T E L 　0224 ー 52 ー 3433
　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　仙南地域広域行政事務組合視聴覚教材センター　　FAX　0224 ー 51 ー 3141

視 聴 覚 教 材 セ ン タ ー か ら 各 種 講 座 受 講 者 募 集
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